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外国にルーツを持つ人が国内に増えています。明治学院大学社会学部と教養教育センターは「『内なる国際

化』に対応した人材の育成」プロジェクトを 2015年度から開始。文化や宗教、民族といった枠組みを超えた、多様

な価値観を理解し、共生社会を共に創る学生の育成を目指しています。 

所定の授業履修で認証される「多文化共生サポーター」、所定の授業および支援実践を学ぶことで認証される

「多文化共生ファシリテータ―」の制度も創設し、学生たちは意欲的に学んでいます。また、学内では「外国につ

ながる子どものための集中学習支援教室」（社会福祉法人「さぽうと２１」主催※）を 2016 年夏、2017 年春の 2 シ

ーズンにわたり共催。学生たちが支援ボランティアとして参加しました。「内なる国際化」に関するイベントやシン

ポジウムも開催し、関心も高まっています。 

この度、このような2016年度の事業成果をまとめた書籍『外国につながる子どもたちと教育―「内なる国際化」

に対応した人材の育成』（かんよう出版、2017 年、￥1,080）を発行しました。 

プロジェクト開始から2年が経過し、日本語教育や母語継承、文化軋轢の問題には、どの社会にも共通する家

族の形態や世代間コミュニケーションの問題が大きく広がっていることが分かってきました。「内なる国際化」への

理解を深めると同時に、現場で活動する自治体、企業、財団、NPO 等との連携もさらに重要となっていきます。 

日本社会の多文化的環境で育つ子どもたち・若者たちの経験とその支援について学び、考え、実践した本プ

ロジェクトの 1 年間の軌跡につきまして、ぜひご紹介および取材をお願い申し上げます。 

●書籍の詳細については、別紙をご覧ください。 

■明治学院大学「内なる国際化」プロジェクトWebサイト http://internal-i18n-meijigakuin.org/  

 
■※社会福祉法人「さぽうと２１」（所在地：東京都品川区） について 

1992 年設立。難民・中国帰国者・日系定住者などのための相談事業並びに自立支援、学習支援、緊急支援等を含む生活援助事

業を展開。日本に暮らす外国出身者の自立を主に教育の面から支援する活動を行っている。 
 

高桑光徳教授（明治学院大学教養教育センター）のコメント 

「内なる国際化」について大学ができることは、多文化共生につながる教育です。プロジェクトも 

3 年目となり、「難民支援」や「実習」に関する授業も充実し、履修者数もさらに増えてきました。 

学生たちは日々の授業で、人種、民族、国籍に優劣はなく対等であること、相手の言語や文化を

尊重することを学びます。社会に出てさまざまな職業や立場で外国にルーツを持つ方々と関わっ

たとき、その力を発揮し、共生社会を創るグローバル人材として活躍することを目指しています。 

http://internal-i18n-meijigakuin.org/
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※この本は、昨年出版された『もうひとつのグローバリゼーション —「内なる国際化」に対応した人材の育成』（か

んよう出版、2016 年）の続編にあたります。こちらもあわせてお読みいただけたら幸いです。 


